
12

せ
ず
に
生
草
で
出
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、

焼
却
後
に
発
生
し
た
灰
に
含
ま
れ

る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
低
減
を
図

る
た
め
、
草
に
付
着
し
た
土
は
必

ず
落
と
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　

内
２
１

６
４
／
西
白
河
地
方
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
☎
㉘
３
５
５
８　

　

企
業
の
経
営
者
、
経
理
担
当
者

な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
か

か
わ
る
業
務
を
担
当
す
る
方
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

６
月
19
日
㈮
／
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
15
分

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

内

２
７
４
３

　

南
湖
の
ア
カ
マ
ツ
を
守
る
た
め

に
、
左
図
の
区
域
で
ヘ
リ
に
よ
る

航
空
防
除
を
行
い
ま
す
。
周
辺
地

域
の
方
は
、
洗
濯
物
の
取
り
込
み

や
、
自
動
車
に
覆
い
を
か
け
る
な

ど
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
散
布
中
や
散
布
後
１
日

間
は
区
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
残
効
期
間
が

あ
り
ま
す
の
で
、
山
菜
な
ど
は
８

週
間
採
取
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

６
月
９
日
㈫
／
午
前
５

時
〜
７
時　

※
天
候
に
よ
り
順
延

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
問
本
庁
舎
観
光
課　

内
２
２
１
２

●

会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

●
対
象　

市
内
外
の
事
業
者
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
わ
る
業
務

担
当
者　

※
１
事
業
所
４
人
ま
で

●

入
場
料　

無
料

●

定
員　

１
５
０
人　

※
先
着
順

●

申
込
期
限　

６
月
９
日
㈫
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
商
工
会
議
所
☎
㉓
３
１
０
１

●

日
時　

７
月
４
日
㈯
／
午
前
７

時
か
ら　

●

会
場　

関か
ん
せ
ん
じ

川
寺
（
愛
宕
町
）

●

定
員　

20
人　

※
先
着
順

●

参
加
料　

５
０
０
円

●

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
お
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県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
福
島

民
報
社
で
は
、
金
婚
式
を
迎
え
る

夫
婦
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
者
は
、
昭
和
40
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ

れ
た
夫
婦
で
す
。
表
彰
を
希
望
さ

れ
る
方
は
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課
、

各
庁
舎
地
域
振
興
課
ま
た
は
各
老

人
ク
ラ
ブ
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
昨
年
ま
で
申
し
込
み

を
さ
れ
な
か
っ
た
金
婚
夫
婦
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　●

日
時　

７
月
12
日
㈰
／
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

●

会
場　

市
民
会
館
（
手
代
町
）

●

内
容　

市
文
化
団
体
連
合
会
の

加
盟
団
体
に
よ
る
民
謡
や
民
舞
な

ど
伝
統
芸
能
の
発
表

●

入
場
料　

無
料

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　

内
２
３

８
４

　

刈
り
取
っ
た
草
を
西
白
河
地
方

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
、
ま

た
は
集
積
所
に
出
す
場
合
、
乾
燥

21 20

案
内

松
く
い
虫
航
空
防
除

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館

●
申
込
期
限　

７
月
10
日
㈮
ま
で

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　

内
２
７

２
３

　　

市
で
は
、
水
道
の
漏
水
を
防
止

す
る
た
め
、
公
道
お
よ
び
宅
地
内

（
止
水
栓
ま
で
）
の
水
道
管
の
漏

水
調
査
を
行
い
ま
す
。
公
道
は
夜

間
に
、
宅
地
内
は
日
中
に
調
査
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
員
は
、

市
水
道
部
の
腕
章
お
よ
び
身
分
証

明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。

●
調
査
期
間　

９
月
30
日
㈬
ま
で

問
水
道
部
☎
㉗
２
５
４
１

　

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１

週
間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

で
す
。
今
年
は
、「
地
域
力
×
女
性

力
＝
無
限
大
の
未
来
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
男
性
と
女
性
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮

で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、
国
な
ど
で
様
々

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
総
務

課
☎
０
３

５
２
５
３

２
１
１

１

金
婚
夫
婦
の
表
彰

水
道
管
の
漏
水
調
査

生
草
の
収
集
お
よ
び
受
け
入
れ

事
業
者
の
た
め
の
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
」
説
明
会

《児童手当現況届》
　児童手当を受給している方は、毎年６月に「現
況届」の提出が必要となります。現況届の提出が
ない場合は、６月分以降の手当が受けられなくな
りますので、ご注意ください。５月以降に児童手当
の認定請求（新規申請）をした方は、今年度の提出は
不要です。
●受付場所・期間　▷本庁舎こども課特設窓口
　（１階ロビー）・各庁舎地域振興課　６月30日
　㈫まで　▷各行政センター　６月23日㈫まで　
　※平日のみ
●受付時間　午前８時30分～午後５時15分
●持参するもの　現況届（６月上旬に郵送します）、
　印鑑、請求者（保護者）本人の健康保険証のコ
　ピー、平成27年１月２日以降に転入された方は、
　平成27年１月１日に住所があった市区町村から
　取得した「平成27年度児童手当用所得証明書」
　※状況に応じて他の書類の提出が必要になる場
　　合があります。
　※児童手当を受給中の方で、現況届が届かなか
　　った場合はご連絡ください。
《子育て世帯臨時特例給付金》
　子育て世帯に対して「子育て世帯臨時特例給付金」
を支給します。この給付金を受け取るためには、
「子育て世帯臨時特例給付金」の申請と「児童手
当現況届」の提出が必要です。対象者には６月上
旬から順次、現況届、給付金申請書等を同封して
通知します。通知が届かない場合はご連絡くださ
い。
●対象者　平成27年６月分の児童手当受給者
●支給額　平成27年６月分の児童手当の対象とな
　る児童１人につき3,000円（１回限りの給付）
●受付場所・期間　児童手当現況届と同じ
●持参するもの　子育て世帯臨時特例給付金申請
　書（６月上旬に郵送します）、印鑑
　※状況に応じて他の書類の提出が必要になる場
　　合があります。
問給付金相談専用ダイヤル☎㉒1230

「児童手当現況届」・「子育て世帯臨
時特例給付金」申請のお知らせ

●投 票 日  ７月５日㈰
●投票時間　午前７時～午後６時
●投票所   郵送される投票所入場券に記載されています。投
　　　　　 票の際には、投票所入場券を持参してください。
　　　　    ※入場券をなくしたり、忘れても投票できます。
●投票できる方　平成７年７月６日までに生まれた方で、平
　成 27年３月 27日以前（転入届出をした方も含む）から
　本市に住所を有し、引き続き本市に住んでいる方
《期日前投票》
　投票日当日に仕事や旅行などで投票できない方は、期日前
投票ができます。手続きは、宣誓書に事由、氏名、住所など
を記載します。印鑑は必要ありません。
●期　  間  ６月 29日㈪～７月４日㈯
●場所・時間　▷市役所本庁舎　午前８時30分～午後８時
　　　　　 ▷市役所表郷庁舎　午前８時30分～午後７時
　　　       ▷大信農村環境改善センター　午前８時30分～午後７時
　　　　    ▷市役所東庁舎　午前８時30分～午後７時
                ※いずれの投票所でも、投票することができます。
　　　　　　 なお、期日前投票日に満20歳にならない方は、  
　　　　　　  不在者投票で投票できます。　
 《指定病院などでの不在者投票》
　県選挙管理委員会が指定している病院や老人ホームなどに

入院、入所している方は、その施設で不在者投票ができます。
詳しくは施設にお問い合わせください。※市内の指定病院等
の施設（白河厚生総合病院、白河病院、しらかわの里、小峰苑、
ひもろぎの園、聖・虹の郷、陽護すずらん）
《滞在地や避難先での不在者投票》
　仕事や旅行などで市外に滞在する方は、滞在地の市区町村
選挙管理委員会で投票ができます。なお、投票用紙の送付を
郵便で行いますので、予定のある方は早めにお問い合わせく
ださい。
《郵便等による不在者投票》
　身体障害者手帳や介護保険被保険者証（要介護５）の交付
を受けている方で、公職選挙法の要件に該当する場合、自宅
で郵便等による不在者投票ができます。投票を行うためには、
「郵便等投票証明書」の交付が必要です。
《開票》
　中央体育館で、投票日の午後８時から開票を開始します。
《開票速報》
　市ホームページで、開票状況をお知らせします。
《選挙公報》
　選挙公報を７月４日㈯までに各世帯に配布します（届かな
い場合は、市選挙管理委員会へご連絡ください）。
問市選挙管理委員会　内 2510

白河市長および白河市議会議員一般選挙のお知らせ

男
女
共
同
参
画
週
間

第
２
回
街
な
か
定
期
座
禅
会

白
河
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

第
８
回
「
白
河
市
民
芸
能
大
会
」
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月
10
日
㈮　

※
学
校
よ
り
チ
ラ
シ

が
配
布
さ
れ
ま
す
。

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　

内
２
３

８
４

《
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手　

紗さ

羽わ

し
ゅ

う
こ
》

●
日
時　

6
月
21
日
㈰
／
午
後
４

時
〜
５
時

●
会
場　

え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

●
入
場
料　

無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　

遠え
ん
ど
う藤
☎
０
９
０

１
４

９
６

７
６
１
０

●

日
時　

６
月
25
日
㈭
／
午
後
6

時
30
分
か
ら

●

会
場　

市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

●

内
容　

▽
講
演
「
家
畜
の
改
良

増
殖
と
新
技
術
」
▽
講
師　

独

立
行
政
法
人
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー

理
事
長　

佐さ
と
う
え
い
め
い

藤
英
明
氏

●
会
場　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

（
郭
内
）

問
県
南
保
健
福
祉
事
務
所
☎
㉒
５

４
８
７

　

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
夏

休
み
習
い
事
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

７
月
下
旬
か
ら
８
月
上

旬
ま
で

●

会
場　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）、
市
民
会
館
（
手
代
町
）、
中

央
公
民
館
（
天
神
町
）、
東
公
民

館
（
東
釜
子
）

●

教
室
名
お
よ
び
定
員　
絵
画
教

室
45
人
、
音
楽
の
祭
典
合
唱
教
室

30
人
、
和
太
鼓
教
室
15
人
、
大
正

琴
教
室
（
白
河
・
東
）
各
20
人
、

民
謡
教
室
20
人
、
日
本
の
踊
り
教

室
30
人
、
白
河
の
踊
り
教
室
30
人
、

ダ
ン
ス
キ
ッ
ズ
教
室
20
人
、
ダ
ン

ス
ジ
ュ
ニ
ア
教
室
20
人
、
い
け
ば

な
教
室
20
人
、
将
棋
教
室
20
人
、

囲
碁
教
室
20
人
、
演
劇
教
室
20
人
、

か
る
た
百
人
一
首
教
室
15
人　

※

会
場
・
日
時
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●

成
果
発
表　

８
月
30
日
㈰
／
市

民
会
館　
　

●

募
集
期
間　

６
月
22
日
㈪
〜
７

●

入
場
料　

5
０
０
円
（
塾
生
無

料
）

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
㉓
１
４

２
７

　

県
南
保
健
所
収
容
動
物
の
殺
処

分
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
出
所
動
物
の

一
時
預
か
り
・
譲
渡
会
の
補
助
・

地
域
猫
活
動
・
啓
発
等
が
で
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

※
犬
猫
の
保
護
・
引
き
取
り
は
行

い
ま
せ
ん
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

白
河
花
里
倶
楽

部
☎
㉒
４
６
８
６

●

日
時　

６
月
22
日
㈪
〜
28
日
㈰

／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
27
日
㈯
・
28
日
㈰
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
）

●

相
談
専
用
電
話　

☎
０
１
２
０

０
０
７

１
１
０

※
強
化
週
間
以
外
で
も
、
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

相
談
に
応
じ
ま
す
（
平
日
の
み
）。

問
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
２
４

５
３
４

１
９
９
４

●
日
時　

▽
学
科　

6
月
10
日
㈬

／
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▽
実
技　

6
月
17
日
㈬
／
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
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法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
６
月
22

日
か
ら
28
日
ま
で
の
７
日
間
、
全

国
一
斉
「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
と
し
て
、
い
じ
め
や
嫌

が
ら
せ
、
虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど

も
の
抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
に

は
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務
局

職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。　
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ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内
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立
教
志
塾
講
演
会

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

「
子
ど
も
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

　地域経済の活性化および子育て世帯の経済的負
担の軽減を図るため、国が創設した地域住民生活
等緊急支援のための交付金「地域消費喚起・生活
支援型」を活用し、プレミアム付商品券および子
育て応援商品券を発行します。
《プレミアム付商品券》
●販売日　７月24日㈮から
●額面価格　１冊12,000円（1,000円券が12枚）
●販売価格   １冊10,000円（10,000円で12,000
   円分の利用ができます）
●発行冊数　20,000冊（完売時点で終了）
●購入限度　１人５冊まで
●取扱店　事前登録のあった市内に立地している 
　事業所等で商品券を利用できます。取扱店につ
　いては、幅広く募集を行い、書類審査のうえ決
　定します。
問本庁舎商工課　内2246／プレミアム商品券実行
　委員会（白河商工会議所内）☎㉓3101
《子育て応援商品券》
●配布時期　７月中旬
●対象者　平成27年４月１日現在、本市に住民票
　がある子ども（０歳から中学３年生まで）の保護者
●配布方法　簡易書留で郵送
●額面　5,000円（1,000円券が５枚）
●取扱店　プレミア付商品券と同様
※詳細な情報は、チラシ、広報紙、 ホームページ等
　で随時お知らせします。
問本庁舎こども課　内2731

プレミアム付商品券および子育て応援商品券

動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

白
河
市
合
併
10
周
年
記
念
事
業

キ
ッ
ズ
☆
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
彦
根
城
の
幸
運
』

市
長
の

手
控
え
帖

ん
は
白
河
や
会
津
の
よ
う
に
城
が
残
っ
て
い
た

ら
と
、
羨
ま
し
が
る
。
城
は
ま
ち
の
誇
り
だ
。

　

さ
て
彦
根
城
。
京
・
大
阪
の
備
え
と
し
て
重

要
な
役
割
を
持
つ
。
徳
川
四
天
王
の
ひ
と
つ
、
井

伊
家
35
万
石
の
居
城
。
井
伊
家
は
武
勇
を
誇
る
。

井
伊
の
「
赤
備
え
」
と
い
わ
れ
、
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
・
旗は

た
さ
し
も
の

指
物

を
朱
に
染
め
た
軍
団
は
、
常
に
先
陣
を
切
る
。
江

戸
城
内
で
は
、
会
津
藩
・
高
松
藩
と
と
も
に
「
溜た

ま
り

の
間
」
詰
と
い
う
最
高
の
待
遇
を
受
け
る
。

　

ま
た
幕
閣
か
ら
重
要
事
項
の
諮
問
を
受
け
、
儀

式
の
際
に
は
老
中
の
上
席
に
座
る
。
老
中
は
通

常
10
万
石
以
下
の
譜
代
か
ら
就
く
が
、
非
常
の
折

に
は
大
老
が
置
か
れ
る
。
大
老
は
四
家
か
ら
出

る
。
江
戸
時
代
12
人
が
大
老
を
務
め
た
が
、
う
ち

６
人
は
井
伊
家
の
出
。
ま
さ
し
く
徳
川
の
屋
体

を
支
え
る
特
別
な
家
柄
だ
。

　

琵
琶
湖
畔
に
そ
び
え
る
こ
の
名
城
も
、
解
体
さ

れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
陸
軍
の
駐
屯
地
と
な
り
、

石
垣
や
門
が
次
々
に
撤
去
さ
れ
、
天
守
閣
も
売
却
。

明
治
11
年
10
月
に
、
取
り
壊
し
用
の
足
場
が
組
ま

れ
た
。
ま
さ
し
く
風
前
の
灯

と
も
し
びだ
っ
た
が
、
奇
跡
が

お
き
た
。
北
陸
巡じ

ゅ
ん
こ
う幸
か
ら
京
都
に
戻
る
途
中
の

明
治
天
皇
が
、
近
く
に
宿
泊
。
同
行
し
て
い
た

参
議
大
隈
重
信
が
、
た
ま
た
ま
城
見
物
に
訪
れ
た
。

解
体
を
知
っ
た
大
隈
は
「
武
士
の
魂
の
入
れ
物
」

の
天
守
閣
消
失
を
惜
し
み
、
天
皇
に
保
存
を
奏
上
。

聞
き
入
れ
ら
れ
た
。
彦
根
城
は
幸
運
だ
っ
た
。

　

８
年
前
、
築
城
４
０
０
年
を
迎
え
た
。
祭
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
登
場
し
、「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
」
の
火
つ
け
役
に
な
っ
た
の
が
〝
ひ
こ
に

ゃ
ん
〞。
天
守
閣
の
下
で
愛あ

い
き
ょ
う嬌
を
振
り
ま
き
、
彦

根
市
の
観
光
に
大
活
躍
。
今
月
白
河
で
開
催
さ

れ
る
「
ご
当
地
キ
ャ
ラ
こ
ど
も
夢
フ
ェ
ス
タ
」
に

も
可
愛
い
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。

　

小
峰
城
の
南
面
石
垣
と
三
重
櫓
が
修
復
さ
れ

た
。
震
災
後
の
無
残
な
姿
に
多
く
の
市
民
が
涙

し
た
。
城
の
復
旧
は
特
別
な
意
味
を
持
つ
。
文

化
財
と
し
て
の
価
値
も
大
き
い
が
、
何
よ
り
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。
４
月
の
桜
祭
り

に
あ
わ
せ
、
小
峰
城
の
復
興
式
が
行
わ
れ
た
。
前

御
門
か
ら
本
丸
、
櫓
に
か
け
人
の
波
が
続
い
た
。

ぬ
け
る
よ
う
な
青
空
に
、
白
壁
と
美
し
い
紋
様
の

石
垣
。
祝
う
か
の
よ
う
に
爛ら

ん
ま
ん漫
の
桜
が
花
を
そ

え
る
。
絵
に
な
る
光
景
だ
っ
た
。
嬉
し
さ
と
と

も
に
、
白
河
の
発
展
は
今
日
か
ら
始
ま
る
と
の
思

い
を
強
く
し
た
。

　

今
で
こ
そ
城
郭
は
文
化
財
と
の
意
識
は
定
着

し
て
い
る
が
、
明
治
維
新
の
頃
は
薄
か
っ
た
。
む

し
ろ
封
建
時
代
の
遺
物
と
し
て
敵
視
さ
れ
た
。

明
治
政
府
の
要
人
は
下
級
武
士
。
城
や
武
士
道

へ
の
愛
着
は
乏
し
い
。
明
治
６
年
「
廃
城
令
」
が

出
さ
れ
た
。
建
造
物
は
壊
さ
れ
、
用
地
は
売
却
さ

れ
る
か
軍
用
地
に
使
用
さ
れ
た
。

　

天
守
閣
が
創
建
時
の
ま
ま
残
さ
れ
た
城
は
、
松

本
・
彦
根
・
姫
路
・
犬
山
の
国
宝
指
定
の
ほ
か

８
つ
に
す
ぎ
な
い
。
世
界
遺
産
の
姫
路
城
は
、
白

さ
ぎ
に
形
容
さ
れ
る
優
美
さ
で
魅
了
す
る
。
か

つ
て
こ
の
名
城
も
消
え
去
る
運
命
に
あ
っ
た
が
、

取
り
壊
し
費
用
が
莫
大
な
こ
と
か
ら
放
置
さ
れ

た
。
辛
う
じ
て
日
本
の
宝
は
残
っ
た
。

　

戊
辰
の
役
で
白
河
と
同
じ
く
激
戦
と
な
っ
た

越
後
長
岡
。
こ
の
城
は
徹
底
的
に
破
壊
さ
れ
た
。

城
跡
は
新
幹
線
の
駅
と
な
っ
て
い
る
。
市
長
さ

　

井
伊
と
い
え
ば
直な

お
す
け弼
。
13
代
藩
主
の
14
男
に

生
ま
れ
、
庶
子
で
あ
り
養
子
の
口
も
な
い
。
17
歳

か
ら
15
年
間
、
わ
ず
か
な
扶ふ

ち持
を
あ
て
が
わ
れ
質

素
な
家
で
過
ご
す
。
世
に
出
る
こ
と
の
な
い
若

隠
居
暮
ら
し
。
直
弼
は
自
ら
を
、
埋
も
れ
木
に
た

と
え
た
。
そ
れ
で
も
、
な
す
べ
き
こ
と
は
あ
る
と

精
進
し
た
。「
世
の
中
を　

よ
そ
に
見
つ
つ
も　

う
も
れ
木
の　

埋
も
れ
て
お
ら
む　

心
な
き
身

は
」。
茶
、
和
歌
、
鼓
や
槍
・
砲
術
に
通
じ
、
国

学
を
学
び
深
く
傾
倒
す
る
。

　

人
の
運
命
は
分
か
ら
な
い
。
兄
で
あ
る
藩
主

の
世
継
ぎ
が
死
去
し
、
急
き
ょ
養
子
と
な
る
。
運

命
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
直
弼
が
歴
史
の
表
舞
台

に
登
場
。
世
は
幕
末
の
動
乱
期
を
迎
え
て
い
た
。

将
軍
後
継
と
日
米
修
好
通
商
条
約
を
め
ぐ
り
対

立
が
激
し
く
な
る
中
、
大
老
に
就
く
。
英
明
の
誉

れ
高
い
一
橋
慶よ

し
の
ぶ喜
を
排
し
、
紀
州
慶よ

し
と
み福
を
将
軍
に
。

ア
ヘ
ン
戦
争
で
欧
米
に
蚕さ

ん
し
ょ
く食
さ
れ
る
清
を
見
て
、

「
国
を
開
き　

富
を
蓄
え　

兵
を
養
う
」
こ
と

を
国
の
指
針
と
し
た
。
朝
廷
の
反
対
を
押
し
切

り
条
約
を
調
印
す
る
。

　

攘じ
ょ
う
い夷
派
が
反
発
し
大
騒
動
に
発
展
。
直
弼
の

目
に
国
家
転
覆
の
動
き
と
映
る
。
吉
田
松し

ょ
う
い
ん陰
ら

を
死
罪
、
一
橋
父
子
ら
を
蟄ち

っ
き
ょ居
、
老
中
を
免
職
。

安
政
の
大
獄
だ
。
埋
も
れ
木
で
果
て
る
は
ず
の

我
が
身
。
徳
川
を
守
る
た
め
な
ら
赤
鬼
に
も
な

り
、
命
も
天
に
預
け
る
気
迫
。
直
弼
は
恐え

ん

さ嗟
の
的

と
な
り
、
雪
の
桜
田
門
に
散
る
。

　

結
局
、
攘
夷
派
は
開
国
へ
転
ず
る
。
し
か
も
欧

米
の
文
明
に
ひ
れ
ふ
す
よ
う
に
、
せ
っ
せ
と
文
物

を
取
り
入
れ
る
。
直
弼
は
国
に
殉
じ
、
近
代
化
の

道
を
開
い
た
。
だ
が
、
幕
府
は
冷
た
い
。
政
治
の

混
乱
を
直
弼
に
押
し
つ
け
10
万
石
を
没
収
。
譜

代
筆
頭
井
伊
家
は
、
こ
の
遺
恨
も
あ
り
、
戊
辰
の

役
で
た
め
ら
わ
ず
新
政
府
側
に
つ
く
。

飼
い
犬
の
し
つ
け
方
教
室


